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* 主題の説明

Ⅰ 主の回復の歴史は召会の回復の歴史です
一 回復の原則:回復とは、“初めに戻ること”を意味します マタイ19:8…初めからそうだったのではない

二 召会の回復:召会が当初あったが、後に堕落したので、召会を当初の状態に戻す必要があるということを指しています。
三 神の永遠の定められた御旨を完成するためです エペソ3:10-11今、天上にある支配たちや権威たちに、神の多種多様な知恵を、召会を通して知らせるためであり、

神がわたしたちの主キリスト・イエスの中で立てられた、永遠の定められた御旨にしたがっているものです

* 二つの対比

Ⅱ 神の願いおよびサタンの破壊
A 神の永遠の定められた御旨の目標は召会です。
B しかしサタンから三重の破壊を受けました。

1. キリストに置き換わりかしらとなります（パースン）

2. キリストのからだを分裂させます
3. 肢体の機能を殺します
コロ2:8 あなたがたを…とりことして奪い去ることのないように、気をつけなさい．

それは…キリストにしたがってはいないのです
1コリ1:10…あなたがたの間に分裂がなく…
啓2:6…あなたはニコライの者たちのわざを憎んでおり、わたしも憎んでいる。

C 神は入って来て完成してきたことを再び行ない、
D 破壊された召会を完全に回復します。

マタイ16:18…わたしはこの岩の上に、わたしの召会を建てる．
ハデス［陰府］の門も、それに勝つことはない。

Ⅲ 当初の状態とその後の堕落
A 召会の当初の状態

1. 信者の間には階級がなく、マタイ23:8あなたがたはみな兄弟だからである

2. 完全にこの世から分離されており、
1ヨハネ2:15世と世にあるものを愛してはいけません。 …

3. 偶像を捨て、完全に神に語っていただき、
1ヨハネ5:21…偶像から自分自身を守りなさい。

4. 一つの地方にはただ一つの召会、
一つのキリストのからだの表現があり、
Ⅰコリ1:2…コリントに在る神の召会へ

5. 行政は各自で独立し、本部の召会も連盟もなく、
6. キリストをかしらとして尊び、聖霊に権威を持っていただいていました。
使徒13:2彼らが主に仕え…聖霊が言われた

B 召会が堕落した後、上記の状況を完全に失いました

＊主の回復の歴史：神の地上における行動

Ⅳ主の回復の進展
A 第一世紀の終わりに始まりました
B 第十六世紀：ルターが宗教改革を始め､聖書を解禁し､信仰による義認を回復しました

ローマ1:17…義人は信仰によって命を持ち、そして生きる

C 第十八世紀：ツィンツェンドルフはモラビアの兄弟たちを導いて召会生活を回復しました
D 第十九世紀：英国の兄弟たちによって多くの重要な真理が解き放たれました
E 第二十世紀：主の極東における回復の重要な点

1. 召会の地方の立場 1コリ1:2…コリントに在る神の召会

2. からだの宇宙的な交わり 1コリ10:17…わたしたちは数は多くても、一つのからだであり…

3. かしらであるキリストの権威 コロ1:18召会であるからだのかしらです…

4. 普遍的な祭司職 1ペテ2:9あなたがたは選ばれた種族…王なる祭司の体系…

5. からだの組み合わせの奉仕 1コリ12:14体は一つの肢体ではなく、多くの肢体から成っています

6. 奉仕の実行を重視します ローマ12:11熱心で怠けることなく、霊の中で燃え、主に仕えなさい

Ⅴ 主の回復と今日のキリスト教は全く異なっています
A 神聖な啓示にしたがって回復し、

エペソ2:20使徒たちと預言者たちの土台の上に建てられていて、
キリスト・イエスご自身が、その隅の石です．

B 妥協することなく宗教から離れます
C 両者の間の溝が大きければ大きい方がよいのです

啓18:4…彼女から出よ．それは、あなたがたが彼女の罪に加わらないためであり、
また、あなたがたが彼女の災害を被らないためである。

啓19:7わたしたちは喜び歓喜し、彼に栄光を帰そう．
小羊の婚姻の時が来て、彼の妻は用意を整えたからである。

召会の回復の必要性 主の回復の行動


